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ＲＩ会長メッセージ

数年前、知り合った人からある質問をされました：
「ロータリーとは何ですか？」シンプルであるはず
のこの質問に答えようと口を開きかけたところで、
思わず止まってしまいました。どこから説明してよ
いか分からなかったのです。ロータリーとは何かを、
私が知らなかったわけではありません。問題は、ロー
タリーがあまりに大きく、複雑すぎて、簡単に説明
できないことでした。ロータリーとは、会員制の団
体、クラブを基盤とした団体、奉仕を行う団体であ
り、町ごと、地域ごと、そして全世界で活動する団
体です。その会員は、地域社会のメンバー、事業人、
職業人であり、現役で仕事をする人もいれば、定年
退職した人もいます。そして、世界のほぼすべての
国で活動しています。120万人の会員一人ひとりが、
独自の目標と優先を掲げ、一味違った経験をしてい
ます。一人ひとりが、ロータリーを独自の解釈で理
解しているのです。
私にとってロータリーとは、「どのような団体か」
ではなく、「何をしているか」で定義されます。す
なわち、ロータリーが私たちに与えてくれる可能
性、そして、その可能性を有意義かつ持続可能な奉
仕によって実現する方法によって、定義されるので
す。ロータリーには、112年の豊かな歴史があります。
この間にロータリーは、徐々に成長し、成熟し、会
員と地域社会の変わりゆくニーズに対応しながら、
ある意味で大きく変わりました。しかし、その根底
にあるものは同じです。それは、地域社会と世界に
変化を生みだしたいという願い、そして、ロータリー
を通じてそれを実現できるようになった人が集まっ
た組織だということです。「ロータリーとは何です
か」という問いに、私たちは行動をもって答えます。
奉仕を通じて変化をもたらすことによって。
組織として、私たちは、ロータリーとは何か、何
をするのかを世界に理解してもらうことが、いかに

重要であるかを認識しています。同時に、各クラブ
がロータリー奉仕を独自に定義することが、かつて
ないほど重要であると自覚しています。ロータリア
ンである私たちは、これまでよりも柔軟に、クラブ
の例会、活動、発展の方法を決定でき、また、もっ
と多くの女性や多様な会員を迎え入れて、地域社会
の特色をクラブに映し出すことに力を注いでいま
す。長期の計画、持続可能な奉仕、全レベルでのリー
ダーシップの継続性を重視することで、ロータリー
が世界有数のボランティア組織であり続けるよう努
力しています。
2017-18年度、「ロータリーとは何ですか」という問
いに、私たちは「ロータリー：変化をもたらす」と
いうテーマで答えます。それぞれどのような方法で
奉仕することを選んだとしても、その理由は、奉仕
を通じて人びとの人生に変化をもたらせると信じて
いるからです。新しい遊び場や学校をつくる、医療や
衛生設備を改善する、紛争仲裁者や助産師を研修す
るなど、私たちはその活動が、人数が多かろうが少
なかろうが、誰かの人生をより良くしているのだと
知っています。ロータリー入会のきっかけが何であ
れ、私たちがロータリーにとどまり続けるのは、ロー
タリーで充実感を得ることができるからです。この
充実感は、毎週、毎年、「変化をもたらす」ロータリー
の一員であることから湧き出てくるものなのです。

　　　

 
 

　　　2017-18年度国際ロータリー会長
　　　イアン H. S. ライズリー

ROTARY：
MAKING A DIFFERENCE 
ロータリー： 変化をもたらす

2017-18年度国際ロータリー会長

イアン H. S. ライズリー〔オーストラリア〕
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ガバナーメッセージ・地区方針と目標

民族衣装の行進で幕を開けた、
 2017年 ロータリー国際協議会

2017年１月15日（日）、アメリカ・カリフォルニ

ア州サンディエゴに全世界532地区、約900人のガバ

ナーエレクトが参集して開会式が行われ、およそ１

週間にわたる「ロータリー国際協議会」が幕を開け

しました。

開会式では地区のガバナーエレクトが国別に入場

しますが、その出で立ちは国際協議会ではお決まり

の民族衣装です。例えば韓国は艶やかなチマチョゴ

リ、インドは美しいサリー、アメリカは颯爽とした

ウェスタンスタイルとにぎやかです。それぞれに趣

向を凝らしたファッションはとても印象的でした。

私たち日本人は女性は着物、男性はスーツにネクタ

イ姿でしたが、赤い法被と白い法被を羽織って会場

内を行進しました。

日本からは私たち夫婦を含め、34地区のロータリ

アン計68人が参加しましたが、みんなで会場のメイ

ンゲートを通過する際、わが国の伝統的な歌曲「さ

くらさくら」が会場内に流れます。それぞれの国の

民族衣装で着飾り、伝統的な音楽を流しながらの入

場セレモニーは感動的で、とても印象に残りました。

ＲＩ会長エレクトから
 今年度のＲＩテーマが発表

さて、翌１月16日（月）は、イアン H.S. ライズリー

ＲＩ会長エレクト（オーストラリア、サンドリンガ

ロータリー国際協議会での
学びを生かして

国際ロータリー第2550地区
2017-18年度　ガバナー

太　城　敏　之〔宇都宮東ＲＣ〕

ム・ロータリークラブ所属）がＲＩテーマを発表し

ました。

　「ロータリー：変化をもたらす」
　　Rotary：Making a Difference

ライズリー会長は講演の中で、持続可能な奉仕と

いうロータリーの目標を実現するためには「真の変

化が必要である」と強調しました。ロータリーの奉

仕活動が成長・存続し、ますます力をつけることで、

地域社会に、国に、そして世界に「変化をもたらす

ことができる」と切に訴えました。

ライズリー会長が説くロータリーの哲学は、左

ページに掲載した「四つのテスト」にも端的に表現

され、職業奉仕の理念の実行に役立つ最も重要な

キーワードです。

みなさんご存じのようにこのテストは、シカゴ

のロータリアンであるハーバートJ．テーラー氏が、

1932年の世界大恐慌のときに考えたもので、以後、

商取引の公正さを測る尺度として多くのロータリア

ンに活用されてきたものです。

また、2017-18年度の具体的な取り組みについて

ライズリー会長は、以下のロータリー戦略計画の３

つの優先項目を掲げ、これらと関わる目標を達成す

るクラブは発展し、地域社会に変化をもたらすと述

べました。

１．クラブのサポートと強化

２．人道的奉仕の重点化と増加
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３．ロータリー公共イメージと認知度の向上

これらの優先項目はどれも大事ですが、私自身が

特に印象に残ったのは「クラブのサポートと強化」

でした。クラブの会員基盤を広げ、多様な会員を増

やし、積極的な参加を促そうとするものです。私自

身もかねてより、強いクラブをつくるためには会員

増強が欠かせないと考えていました。

その考えは2017-18年度の「地区の方針と目標」

の第１項目に掲げています。会員増強のための取り

組みを「2020・2000作戦」と名付け、来る2020年の

東京オリンピックに向けた経済の好況を足かがり

に、会員を2000名まで増強することを目指します。

次期ガバナーとの連携を視野に10年後を見据えた中

長期的な視点で推し進める計画です。

「チャレンジ＆イノベーション」で、
 第2550地区の次なる時代を切り拓く

以上の考え方を基本としつつ、ライズリー会長の

「ロータリー：変化をもたらす」というＲＩテーマ

１. 「2020・2000作戦」で
 会員基盤の強化と安定を図る

来る2020年の東京オリンピックに向けた経済の

好況を足かがりに、会員を2000名まで増強するこ

とを目指します。この会員増強のための取り組み

を「2020・2000作戦」と名付け、次期ガバナーと

の連携を視野に、10年後を見据えた中長期的な視

点で推し進めます。

【主な取り組み例】

①会員の純増

会員数50名以下のクラブは少なくとも１名、会

員数51名以上のクラブは少なくとも２名の純増を

目指します。同時に退会防止にも力を入れます。

②40歳未満の会員の純増

若手会員の増強に力を入れ、クラブの若返りを

図ります。会員数50名以下のクラブは少なくとも

１名、会員数51名以上のクラブは少なくとも２名

に対し、私は「イノベーション（変革）」というキー

ワードを導き出しました。

イノベーションとは細胞分裂のように核（＝本

質）は変わらずとも変化し続けることであり、そこ

から第2550地区の次なる時代を切り拓くテーマとし

て「チャレンジ＆イノベーション」を掲げました。

魅力溢れる第2550地区となるべく「新しいことへの

挑戦」を繰り返し、さらに磨きをかけ、10年後20年

後の未来を見据えた「変革」を起こすための新テー

マです。

今日のロータリークラブも親睦・例会出席・職業

奉仕等々、ロータリーの本質を変えずにさまざまな

イノベーションを繰り返すことが、さらなる成長の

源であると考えます。

ここに掲げた2017-18年度の「地区の方針と目標」

を羅針盤としつつ、第2550地区の舵取り役として各

クラブの発展に邁進していく所存です。皆様方のご

指導・ご協力をお願い申し上げます。

2017-2018 地区の方針と目標

の純増を目指します。これらの取り組みに対して

「青年会員増強アワード」を新設し、新会員の推

薦者またはクラブに対し、その功労をたたえ「太

城賞」を授与します。

③女性会員の純増

女性会員の入会促進を図ります。会員数50名以

下のクラブは少なくとも１名、会員数51名以上の

クラブは少なくとも２名の純増を目指します。

④地区組織、会員組織委員会をこれまで以上に委員

会活動を活発化させ、会員増強につなげます。

⑤既存クラブの強化、新クラブの結成に努めます。

２.　ロータリー・リーダーシップ
 研究会（ＲＬＩ）を推進

ロータリー・リーダーシップ研究会（The　

Rotary　Leadership　Institute）とは、会員がロー

タリー情報とリーダーシップを身に付けることによ
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栃木秀麿直前ガバナー、本当にお疲れさまでした。
国際ロータリージョンF・ジャーム会長の「人類に奉仕するロータリー」のテーマのもとで運営にあた

られてきました。物腰の柔らかさからは想像のできない行動力で、ガバナーとして素晴らしいリーダーシッ

プを発揮され、地区運営に諮られてきました。お疲れさまでした。今後とも後輩のご指導をお願いする

と共に、一年間のご心労に感謝申し上げ謝辞といたします。

 第2550地区ガバナー　太城　敏之　

り一層のレベルアップを図るほか、クラブ活動のさ

らなる活性化を目指す学びの場です。

少人数（10～15人程度）でのディスカッション形

式でロータリー情報について学び合い、コースは

パートⅠ、パートⅡ、パートⅢの３つに分かれてい

ます。

３.　第2550地区のＩＴ化を促進

ロータリーの戦略計画の柱の一つである「公共

イメージと認知度の向上」を目的にＩＴ化を促進

します。

具体的には、第2550地区が作成したホームページ

のフォームを元に、地区のサーバーを利用して、現

在ホームページを持たないクラブのホームページ

の立ち上げを推進します。同時に「My ROTARY」

の積極的な運用を促し、会員間の情報の共有を図り

ます。

４.　ロータリーの原点「互恵関係」の強化

1911年にアーサー・シェルドンが提唱した職業奉

仕の理念「He profits most who serves best.」（最

もよく奉仕する者、最も多く報いられる）は、現代

でも通じる職業倫理です。

私たちはロータリアンの原点ともいえる職業奉仕

を重視し、個々のロータリアンの強みや持ち味を生

かしつつ、会員相互の互恵関係の強化を図るべきと

考えます。

その理由は、私たちロータリアンは職業人だから

です。四つのテストに表現されているように、最初

に誠実な仕事をして利益の配分を図り、立派な職業

人となってから社会（世の中）に奉仕するものと考

えます。

５.　青少年奉仕に注力する

2017年８月開催の「第６回　全国インターアク

ト研究会」の成功に向けて、第2550地区一丸となっ

てサポートします。同時に、地区全体にローター

アクトクラブの新設を促進し、活動基盤の強化を

図ります。

６.　2017-18年度ＲＩ会長賞を奨励

７.　ふるさと・栃木に木を植える

ライズリー会長は「ロータリークラブは世界に約

120万人の会員がいます。１人１本の木を植えましょ

う」と話しました。日本には約９万人の会員がいて、

第2550地区には1754名の会員がいます。我がふるさ

と・栃木に１人１本ずつ木を植えましょう。

８.　ロータリー財団の支援

１人あたり150ドルの支援をお願いします。

９.　ロータリー米山記念奨学会の支援

１人あたり18,000円の支援をお願いします。

栃木秀麿直前ガバナーへの謝辞
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いよいよ太城年度が始まりました。
“地区チーム研修セミナー” “ＰＥＴＳ” “地区研
修協議会”と皆様のご協力により無事終了しました
こと、お礼申し上げます。
イアンＨ．Ｓ．ライズリーＲＩ会長の“ロータリー、
変化をもたらす”との提唱を受けて、太城ガバナー
は１０年後を見据えた成果を挙げる為、９項目の方
針を掲げました。特に
① 「2020．2000作戦」で会員基盤の強化と安定

を図る
② 「ロータリー・リーダーシップ研修会（ＲＬ
Ｉ）」を推進

③ ロータリーの原点「互恵関係」の強化
の三点を重点策とし、さらにロータリーの本質を変

国際ロータリー第2550地区2017-18年度・太城敏
之ガバナー年度の地区会計長を仰せつかりました倉
井章と申します。一年間、宜しくお願い致します。
太城ガバナーエレクト期間の会長エレクト研修セ
ミナー（ＰＥＴＳ）、地区研修・協議会を皆様のご
協力、ご支援により滞りなく終了させて頂きました。
誠に有難うございました。
太城年度におきましては、会員の皆様からの大切
な地区資金等を無駄なく有効に活用することを念頭
に置いて、太城ガバナーの方針が実現できるよう、
一年間活動して参りたいと思います。
　2017-18年度予算の立案にあたりましては、前
年栃木年度を参考に作成し、３月12日　会長エレク
ト研修セミナー（ＰＥＴＳ）におきまして説明を行

えずに様々なイノベーションを繰り返すことが、成
長の源となると強調されております。
何かと至らぬ事が多いかとは存じますが、地区ス
タッフ・事務所等、皆様のご協力を得て、太城ガバ
ナーの目標・成果達成の為努力して参りますので、
ご指導ご支援賜りますようお願い申し上げます。

い、無事承認を頂き、４月２日　地区研修・協議会
においてご報告をさせて頂きました。
予算組につきましては、全体的にはほとんど例年
通りですが、会員数を1750名として計上しました。
会員一人当たり負担金（年間）は、地区資金にお
いて、日本ロータリー 100周年委員会協力金を新た
に200円計上しました。
基金・協力金においては、青少年奉仕基金を200
円減らし、太城年度の８月19日・20日に開催されま
す第６回全国インターアクト研究会に対する協力金
として500円の計上をさせて頂きました。
皆様からご負担頂きました資金を、厳正に運用し
て参りたいと思いますので、ご理解、ご協力を宜し
くお願い申し上げます。　

国際ロータリー第2550地区
地区会計長

倉　井　　章 〔宇都宮東RC〕

国際ロータリー第2550地区
地区幹事

入　江　　武 〔宇都宮東RC〕

地区幹事・地区会計長就任あいさつ
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この度、ＲＩ第2550地区太城敏之ガバナーのもと、
第１グループのガバナー補佐を拝命しました西那須
野ＲＣの佐藤正一です。どうぞよろしくお願い申し
上げます。
2017-18年度、イアンＨ．Ｓ．ライズリーＲＩ会
長は「ロータリー：変化をもたらす」のもと、太城
敏之ガバナーは「チャレンジ＆イノベーション」～
挑戦と変革で切り拓く第2550地区の未来～と地区目
標をたてられました。
ロータリーには112年の豊かな歴史があります。
2016年規定審議会でロータリーのあり方が大きく変
化していくような規定の変更がありました。奉仕を
通じて変化をもたらす諸活動を推進し、元気で活気
のあるクラブが大切であることが重要でございま

この度、太城敏之ガバナー年度に於いて、第2グ
ループガバナー補佐を拝命いたしました、馬頭小川
ロータリークラブの田島良久と申します。
国際ロータリー 2017-2018年度会長　イアン・ラ
イズリー会長のテーマは、「ロータリー：変化をも
たらす」です。おざなりに、昨年までと同じ様な事
をしていてはクラブ活性化にはならない、と言う意
味合いのもと、太城敏之ガバナーは第2550地区の次
なる時代を切り拓くテーマとして「チャレンジ（挑
戦）＆イノベーション（変革）」を揚げました。魅
力溢れる第2550地区となるべく「新しいことへの挑
戦」を繰り返し、さらに磨きをかけ、10年後20年後
の未来を見据えた「変革」を起こす為の新テーマで
す。これは「地区の方針と目標」に示した目標にも

す。中長期的な視点で推し進める「2020・2000作戦」
は具体的な地区の方針と目標です。ガバナー補佐の
役割はＲＩ会長並びに太城敏之ガバナーと各クラブ
のパイプ役です。太城ガバナーの方針が波紋のごと
く各クラブの皆様に伝わるよう一生懸命貢献させて
頂きます。
第１グループ７クラブの会長、幹事、会員皆様の
ご指導ご協力をよろしくお願い申し上げます。

つながっています。
人類に奉仕する為に、基本的なロータリーの考え
方を学び誠実な職業奉仕を実践する。そのためには、
元気なクラブ作りが大切であること。ガバナー補佐
の主な役割は、担当するクラブが効果的に運営され
るようサポートすることによって、ガバナーを補佐
する事と思います。
公式訪問、及びIM等に於いては、第2グループの
会長幹事さんと協議しながら、施行していきますの
でご協力の程宜しくお願い致します。
太城年度が素晴らしい年になりますよう、皆様に
ご指導ご協力を頂きながら努めてまいりたいと思い
ますので宜しくお願い申し上げます。

第１グループ　ガバナー補佐

第2グループ　ガバナー補佐

佐　藤　正　一

田　島　良　久

〔西那須野RC〕

〔馬頭小川RC〕

大田原ロータリークラブ
黒磯ロータリークラブ
西那須野ロータリークラブ
黒羽ロータリークラブ
那須ロータリークラブ
塩原ロータリークラブ
太田原中央ロータリークラブ

烏山ロータリークラブ
氏家ロータリークラブ
矢板ロータリークラブ
馬頭小川ロータリークラブ
高根沢ロータリークラブ

ガバナー補佐就任あいさつ
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この度、太城年度の第3グループＡのガバナー補
佐を委嘱されました佐伯秀利です。いまだロータ
リーというものに翻弄され続けている軽輩ではあり
ますが、今一度初心に帰りロータリーを見つめ直し、
皆様のお力添えを受けながら親睦と奉仕に励んでま
いりたいと思います。
太城ガバナーは「チャレンジ＆イノベーション」
～挑戦と変革で切り拓く、第2550地区の未来～とい
うテーマを掲げられロータリーに変化をもたらそう
とされています。特に2550地区の会員減少を憂いて
おられ「2020・2000作戦」で会員基盤の強化と安定
を第一の目標に挙げ、会員組織委員会の拡充を図ら
れました。同時に第2550地区のＩＴ化の促進により
ＲＩデータベースを用いることを奨励されていま

今年度ＲＩ第2550地区太城ガバナーのもとで、第
３グループＢのガバナー補佐を務めさせて頂きま
す、宇都宮南ＲＣの若月章男です。ロータリー歴は
29年目となりますが、まだまだ経験、知識ともに不
足です。勉強しながらガバナーと各クラブのパイプ
役という責務を果たす所存ですので、１年間よろし
くお願いします。
今年度、イアン・ライズリーＲＩ会長のテーマは

「ロータリー：変化をもたらす」です。これを受け
て太城ガバナーは、ガバナーメッセージとして「チャ
レンジ＆イノベーション」～挑戦と変革で切り拓く
第2550地区の未来～を掲げました。会社はイノベー
ションなくして生き残れないのと同様、ロータリー
クラブもイノベーションを繰り返さないと存続でき
ないという危機感を訴えています。９項目の地区の
方針と目標を発表されましたが、中でも第１項目に

す。まだ、多くの課題をもっておられますが、それ
らの一つひとつを大切に取り組んで参りたいと思い
ます。
ガバナー補佐の役割を認識し、皆様のクラブがよ
り活性化され、発展されますように尽力していきた
いと思いますので、暖かい心をもってご理解とご指
導を頂ければ幸いと思います。一年間宜しくお願い
致します。

「2020・2000作戦」で会員基盤の強化と安定を図る。
すなわち2020までに、地区の会員数を2000名まで増
強することです。約250名の純増という壮大な目標
ですが、これは地区だけではなく、各クラブにとっ
ても必要不可欠だと思います。とりわけ若い会員、
女性会員を増強することにより、各クラブの活性化、
充実に役立つでしょう。残りの８項目もそれぞれ大
切なことですので、各クラブで挑戦していただきた
いと思います。
私はロータリーは基本的に楽しくなければいけな
いと思います。奉仕活動も最初は仕方なく義務感で
行っていたものが、継続することにより充実感、達
成感という喜びに変化して行きます。ロータリーの
２本柱である「親睦」と「奉仕」を通して、この１
年間すばらしい仲間と楽しく活動できますよう、皆
様のご指導ご協力をよろしくお願い申し上げます。

第3グループＡ ガバナー補佐

第３グループＢ ガバナー補佐

佐　伯　秀　利

若　月　章　男

〔宇都宮北RC〕

〔宇都宮南RC〕

宇都宮ロータリークラブ
宇都宮西ロータリークラブ
宇都宮北ロータリークラブ
宇都宮９０ロータリークラブ
宇都宮陽北ロータリークラブ

宇都宮東ロータリークラブ
宇都宮南ロータリークラブ
宇都宮陽東ロータリークラブ
宇都宮陽南ロータリークラブ
宇都宮さつきロータリークラブ

ガバナー補佐就任あいさつ



国際ロータリー第2550地区　ガバナー月信　No.1/2017.7　　9

ROTARY INTERNATIONAL DISTRICT 2550
ロータリー：変化をもたらす

この度第４グループガバナー補佐を務めさせてい
ただきます、しもつけＲＣの中島一成です。一年間、
皆様のご理解とご協力を頂き太城ガバナーと各クラ
ブがよりスムーズにロータリー活動ができます様努
力いたします。
2017-18年度のＲＩテーマは「ロータリー：変化
をもたらす」です「イアンＨ．Ｓ．ライズリー」Ｒ
Ｉ会長はロータリーの奉仕活動が成長存続し増々力
をつけることで、地域社会に、国に、世界に「変化
をもたらすことができる」と訴えました。
太城がバナーは社会奉仕、社会福祉事業、公共事
業、人のために役に立つ、職業奉仕、そして四つの
テストにも通じる、「チャレンジ（挑戦）＆イノベ
イション（変革）」、を掲げておられます。

この度、2017-18年度　太城敏之ガバナー年度　第
５グループガバナー補佐を務めさせていただきます小
山南ロータリークラブの滝沢重雄です。どうぞ宜しく
お願い申し上げます。
Ｒ１会長イアンＨ.Ｓ.ライズリー氏は「ロータリー：
変化をもたらす」をテーマに掲げました。
ライズリー会長は、持続可能な奉仕活動が成長存続
し益々力をつけることで地域社会に、国に、そして世
界に「変化をもたらすことができる」と訴えています。
私達がロータリーにとどまり続けるのはロータリーで
充実感を得ることができるからです。ロータリアンは
超我の奉仕の理念を基本として奉仕において高い目標
を掲げるためにはロータリー自体に対する手入れを怠
らず、地域社会でロータリークラブの存在感を高める
ことで会員増強の拡大につながるのではないかと考え
ます。第５グループでは、ここ何年か会員の減少に苦
しんでいます。このままいくとクラブの存続も危ない
のではないかと心配しています。
2017-18年度太城ガバナーは目標として１にも２に

そして本年度は、太城ガバナーが目標としている
「2020・2000作戦」で会員増強に力を注ぎ、2550地
区が増々活気あふれた、そして会員2000人の目標の
ためにお手伝いをさせていただきます。よろしくお
願いいたします。

も３にも会員増強を目指すと目標に掲げました。第５
グループも太城ガバナーの期待にこたえられるよう頑
張っていきましょう、宜しくお願いいたします。
又、特に現在ロータリークラブの会員の状況はどの

クラブも高齢者が多く、後何年かもするとロータリー
クラブではなく老人クラブになってしまうのではない
かと心配しています。太城ガバナーは、その辺の危機
感から会員増強を第一の目標に掲げたのだと思います。
特に若い世代30才代、40才代そして女性の会員を増
強することによってクラブの活性化につながると思う
し、会員増強につながると思います。若い人や女性の
意見を取り入れることによって考え方に幅をもたせて
いけば、ロータリークラブとしての魅力もかえクラブ
の発展につながるのではないかと思います。今年一年
太城ガバナーの掲げた目標達成に尽力を尽くしたいと
思います。
Ｒ1テーマ、地区方針と目標に向かって微力であり
ますが第５グループ会員の皆様のご理解とご協力のほ
どよろしくお願いいたします。

第４グループ ガバナー補佐

第５グループ ガバナー補佐

中　島　一　成

滝　沢　重　雄

〔しもつけRC〕

〔小山南RC〕

真岡ロータリークラブ
益子ロータリークラブ
真岡西ロータリークラブ
しもつけロータリークラブ

小山ロータリークラブ
小山南ロータリークラブ
小山東ロータリークラブ
小山北ロータリークラブ
小山中央ロータリークラブ

ガバナー補佐就任あいさつ
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この度2017-18年度、第６グループのガバナー補
佐を拝命いたしました栃木南ロータリークラブの長
谷川孝です。
今年度のＲＩ会長イアン・ライズリー氏は『ロー
タリー：変化をもたらす』をＲＩテーマに掲げま
した。
このテーマをもとに太城敏之ガバナーは、『チャ
レンジ＆イノベーション』～挑戦と変革で切り拓
く、第2550地区の未来～を地区テーマに掲げまし
た。そして地区の方針と目標の中で特に若い会員・
女性会員の増強に力を入れ、クラブの若返りを図
り元気なクラブづくり、また、ロータリーの原点「互
恵関係」の強化をすること。それは職業人として
誠実な仕事をして利益の配分を図り社会に奉仕す

振り返れば、先輩方に熱心に勧誘いただき入会し、
16年が過ぎようとしています。当初は、年上の方ばかり
で、緊張して例会に臨み、窮屈な会だと思い出席の足
が重かったことを覚えています。そんな私が、ガバナー
補佐を務める事が出来るか不安ですが、特に第７グ
ループの皆々様に支えられながら、ご指導を仰ぎ頑張
る所存ですので、改めてご協力をお願い申し上げます。
私たちの第７グループは、７クラブ、210余名の会員
の皆様が、登録しています。本年度太城ガバナーは、
チャレンジ＆イノベーションをテーマに掲げ、その中の
メインである会員増強「2020・2000作戦」運動を掲
げました。会員増強は組織の永遠のテーマです。期
限を設け、具体的な増強人数を本年度、150名と目標
に掲げられました。第７グループの皆様におかれては、
この旨を理解され、各クラブのテーマとして是非、積
極的な運動の展開をお願い申し上げます。現在2550
地区は51クラブが活動をしています。そう単純ではあ
りませんが、１クラブ３名の純増です。不可能な増強

ることです。
太城ガバナーはスボーツ（野球やゴルフなど）を
通してロータリアンの交流を図り、仕事やロータ
リー活動において積極的です。また何事においても
変革を求めます。
この１年は、私は太城ガバナーと各クラブのパイ
プ役としてロータリー活動がスムーズにいくよう務
めます。また、皆様がグループ内はもとよりさらに
は地区内外のロータリアンと新しい交流の輪が広が
るよう務めたいと思いますので、皆様のご指導ご協
力よろしくお願い申し上げます。

ではないと思いますので、ご理解をお願いいたします。
また、ガバナーの方針の中で、「互恵関係を築く」
とあります。会員各位は、お忙しい中、例会に行事に
出席し、何かを得ようとまた、発信しようと努力されて
います。そんなロータリアンのお互いの職業を、それ
ぞれが意識し互いのビジネスを尊敬し、職業を通して、
時として仕事を共有し、それぞれの事業所が信用を得
ることは、理にかなっていると思います。是非会員の
皆様には、お互いに積極的な活用を期待いたします。
そして、各クラブ、地区の事業を行っていくにあたり、
すべてに「楽しむこと」を根底に参加される事を期待
いたします。そのことにより、ロータリー活動が活気に
満あふれものになると確信しています。
地区と第７グループの連絡、調整役として微力では
ありますが努めてまいります。そして第７グループの親
睦を深め皆様とともに、太城ガバナーを盛り上げ、充
実したロータリーライフを、お一人おひとりが実感して
いただきたいと思います。

第６グループ ガバナー補佐

第７グループ ガバナー補佐

長谷川　　孝

五月女　久　和

〔栃木南RC〕

〔今市RC〕

栃木ロータリークラブ
栃木西ロータリークラブ
壬生ロータリークラブ
栃木南ロータリークラブ

日光ロータリークラブ
鹿沼ロータリークラブ
今市ロータリークラブ
鹿沼東ロータリークラブ
鹿沼あわのロータリークラブ
鹿沼中央ロータリークラブ
今市きぬロータリークラブ

ガバナー補佐就任あいさつ
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私は、この度2017-18年度第８グループガバナー
補佐を拝命しました足利ロータリークラブの橋本義
彦で御座います。太城ガバナーのもと、各クラブの
特徴が活かされスムーズにクラブ運営がされますよ
うご一緒に励んでいこうと思います。
2017-18年度国際ロータリー　イアン・ライズリ
―会長のRIテーマは「ロータリー：変化をもたらす」
と有ります。世界は日本の近隣国はもとより欧米諸
国を始め世界中の国々が不安定な内、大変化が起き
そうです。
国際ロータリーも120余年の歴史をもち根本の精
神は変わらずとも時代の流れと共にロータリアン自
身の心の持ち方を少しずつ変えねばならない時期に
来ていると思われます。

このたび第9グループ・ガバナー補佐に任命され
ました、三井福次郎と申します。
ガバナー補佐の責務は、Ｒ．Ｉ会長　Ian H.S. 
Riseley（イアンH.S.ライズリー）会長が本年度のター
ゲットとして掲げる、「Rotary:Making a Differnce」
（ロータリー・変化をもたらす）を理解し、それに
2550地区の方針を掲げる太城敏之ガバナー方針を的
確に皆様に伝え、グループ内各クラブが実行できる
ように援助していくことが大きな役割でございま
す。会長エレクト研修セミナー、ロータリー指導者
のために地区研修・協議会等にて、その内容が詳細
に発表され、解説されたところではございます。詳
細は太城ガバーナーメッセージに掲載されておりま
すのでそれをご一読いただきたいと思いますが、太
城ガバナーは「チャレンジ＆イノベーション」副題
として「挑戦と変革で切り拓。第2550地区の未来」

太城ガバナーは趣味、スポーツ、職業を通し会員
の親睦を深め会員増強を第１に考えて分母を拡大し
各クラブが職業奉仕を軸にダイナミックに社会貢献
ができるよう望まれて居ります。
１人１人増強を！
最後に何かと不行き届きの私では有りますが皆様
のご理解とご協力を頂き、この１年間ご支援を賜り
ますよう宜しくお願い致します。
溢れるほど愛を注ぎましょう！　愛は注ぎ溢れた
分だけ戻ってくる！

を掲げそのターゲットの具体化を推進するため、9
項目の方針を掲げました。その中で特に強調し力を
入れるのが「2020・2000作戦」でございます。2020
年には会員数を2000名にしよう、そのため今年から
会員増強に力を注ぐというもので、そのため、地区
会員組織委員会のメンバーを3名から13名に増員し、
各クラブの会員増強のお手伝いをするという強い方
針を打ち出しました。それを受け私も私の公式訪問
時には地区会員組織委員会の委員で第９グループを
担当していただく芝口久雄さん（佐野東ロータリー
クラブ）とともにお伺いして、芝口さんから会員増
強のお話をしていただく予定にしております。
また2018年2月にはグループ内のI.M.開催をいた
すことにしており、グループ内の交流をはかる予定
でございます。

第８グループ ガバナー補佐

第９グループ　ガバナー補佐

橋　本　義　彦

三　井　福次郎

〔足利RC〕

〔佐野RC〕

足利ロータリークラブ
足利東ロータリークラブ
足利西ロータリークラブ
足利わたらせロータリークラブ

佐野ロータリークラブ
葛生ロータリークラブ
田沼ロータリークラブ
佐野東ロータリークラブ
岩舟ロータリークラブ

ガバナー補佐就任あいさつ
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★地区研修・協議会後のクラブ協議会と、公式訪問２週間前のクラブ協議会に担当グルー
プガバナー補佐が出席します。
★クラブ現況報告書は、公式訪問のためのものではなく、クラブのためのものですので、
年度初めに作成するようお願い致します。
★提出する書類
①クラブ活動計画の指標
各グループガバナー補佐より配布済みの「ガバナー事前報告・質問事項」をクラブ会長が記入し5月
末日までにグループ担当補佐に２部提出（メール可）。
補佐は、グループ内をまとめて、1部をガバナー事務所にご送付ください。

②クラブ現況報告書
報告書記載要項に準拠して作成の上、ガバナー公式訪問の３週間前までに、ガバナー事務所へ２
部、グループ担当ガバナー補佐へクラブから直接１部送付して下さい。
（クラブ現況報告書の製本が間に合わない場合は、コピーで結構です）

★公式訪問日程と時間について
2週間前までに当日の打ち合わせをガバナー補佐と済ませて下さい。また、会場等変更がある場合は、
ガバナー事務所へご連絡願います。
＜公式訪問当日＞

昼の部 夜の部

会長・幹事懇談会 11：00～12：00 17：00～18：00

例会出席 12：30～13：30 18：30～19：30

クラブ協議会 13：30～14：30 19：30～20：30
＊会長・幹事懇談会には、クラブから会長、幹事、会長エレクト、幹事エレクト、クラブ会員増強委員長、
担当グループ地区会員組織委員、担当グループガバナー補佐のご出席をお願いいたします。

＊通常の例会を行ってください。例会の卓話をガバナーが致します。プロジェクターは使用しません。

訪問日 曜日 訪問クラブ

  7月 6日 木 足利わたらせ

 7月 11日 火 葛生/★岩舟

 7月 13日 木 ★足利西

 7月 14日 金 ★足利

 7月 18日 火 小山南/★栃木西

 7月 20日 木 栃木南

 7月 24日 月 佐野/★小山中央

 7月 26日 水 栃木

 7月 27日 木 小山

 7月 28日 金 小山東

 8月 1日 火 鹿沼中央/★今市きぬ

 8月 2日 水 小山北/★佐野東

 8月 8日 火 足利東

訪問日 曜日 訪問クラブ

 8月 9日 水 今市/★鹿沼東

 8月 10日 木 田沼

 8月 22日 火 矢板

 8月 24日 木 塩原/★太田原中央

 9月 6日 水 壬生

 9月 7日 木 鹿沼/★日光

 9月 8日 金 黒羽

 9月 12日 火 西那須野

 9月 13日 水 高根沢

 9月 14日 木 太田原/★那須

 9月 15日 金 鹿沼あわの

 9月 19日 火 烏山

 9月 20日 水 しもつけ/★益子

訪問日 曜日 訪問クラブ

 9月 21日 木 真岡

 9月 26日 火 真岡西

 9月 27日 水 黒磯/★馬頭小川

 9月 28日 木 氏家

 10月 3日 火 宇都宮

 10月 4日 水 宇都宮南

 10月 5日 木 宇都宮北/★宇都宮陽南

 10月 10日 火 宇都宮陽北

 10月 11日 水 宇都宮陽東

 10月 19日 木 宇都宮西

 10月 23日 月 宇都宮90/★宇都宮さつき

 10月 31日 火 宇都宮東

★印は夜間です

公式訪問日程表

公式訪問に際して
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ROTARY INTERNATIONAL DISTRICT 2550
ロータリー：変化をもたらす

→地区外行事

2017年
月 日 曜日 行　　　事 場　　　所 担　　　当

7月

1 土 ガバナー・元・次期ガバナー懇談会 グランドプリンスホテル高輪 RI
9 日 第1回諮問委員会　慰労会 宇都宮グランドホテル ガバナー事務所　　
9 日 第1回地区運営委員会 宇都宮グランドホテル ガバナー事務所　　
23 日 2017-18年度青少年交換受入れクラブ研修会 宇都宮グランドホテル 地区青少年交換委員会
26 水 会員組織委員会　　 ガバナー事務所　　

8月

6 日 クラブ米山委員長会議並びに米山カウンセラー研修会 ホテルニューイタヤ 地区米山記念奨学会委員会

19～20 土～日 第6回インターアクト研究会　並びに
第4回全国インターアクト委員長会議

1日目（19日）東武ホテルグランデ ホスト：Ｄ2550
インターアクト委員会2日目（20日）栃木県教育会館

25 金 社会奉仕員会 ガバナー事務所 地区社会奉仕委員会
27 日 ロータリアン会員増強親睦ゴルフ大会 宇都宮カンツリークラブ 地区会員組織委員会
29 火 第1回国際ロータリー第2550地区ゴルフ選手権 日光カントリークラブ

9月
4 月 ガバナーエレクト研修セミナー（GETS) グランドプリンスホテル新高輪 RI
6 水 2018-19年度の研修リーダーの為のセミナー（DTLS）グランドプリンスホテル新高輪 RI

10月

8～9 日～月 米山学友会総会・研修旅行 地区米山記念奨学会委員会
13 金 地区大会記念ゴルフ大会 宇都宮カンツリークラブ ホスト：宇都宮東ＲＣ

14 土
2017-18地区大会　会長・幹事会
指導者育成セミナー
ＲＩ会長代理ご夫妻歓迎晩餐会

ホテルニューイタヤ 〃

15 日 2017-18地区大会　本会議 宇都宮グランドホテル 〃
20 金 第23回地区親善野球大会前々夜祭 宇都宮グランドホテル ホスト：宇都宮北
22 日 第23回地区親善野球大会 河内総合運動公園内野球場 ホスト：宇都宮北

11月

3～5 金～日 第41回RYLAセミナー ニューサンピア栃木 地区RYLA委員会
12 日 馬頭小川ロータリークラブ４５周年記念式典 ホスト：馬頭小川
18 土 米山面接官オリエンテーション ガバナー事務所　　 地区米山記念奨学会委員会
20 月 財団地域セミナー グランドニッコー東京　台場 RI

21 火
RI会長歓迎晩餐会　メジャードナー午餐会
第2回ガバナー会議
第2回GETS　ガバナーノミニー研修セミナー

グランドニッコー東京　台場 RI

22～23 水～木 ロータリー研究会 グランドニッコー東京　台場 RI

12月
3 日 次年度米山面接選考試験 ホテルニューイタヤ 地区米山記念奨学会委員会
10 日 社会奉仕セミナー 宇都宮グランドホテル 地区社会奉仕員会
17 日 第2回諮問委員会　ガバナーエレクト壮行会 宇都宮グランドホテル ガバナー事務所　　

2018年
月 日 曜日 行　　　事 場　　　所 担　　　当
1月 14～21 日～日 国際協議会（伊東ガバナーエレクト） アメリカ　サンディエゴ RI

2月

4 日 第3回諮問委員会 宇都宮グランドホテル ガバナー事務所　　
4 日 第2回地区運営委員会 宇都宮グランドホテル ガバナー事務所　　
11 日 財団補助金管理セミナー並びに研究会 宇都宮グランドホテル
17 土 2018-19　地区チーム研修セミナー 宇都宮グランドホテル ガバナー事務所　　
18 日 米山修了生終了式・歓送会 ホテルニューイタヤ
24 土 第3グループAB　IM
25 日 高根沢ロータリークラブ30周年記念式典　午後

3月 11 日 2018-19会長エレクト研修セミナー　ＰＥＴS 宇都宮グランドホテル ホスト：宇都宮西ＲＣ

4月
8 日 2018-19地区研修・協議会 宇都宮短期大学 ホスト：宇都宮西ＲＣ
15 日 米山新奨学生・カウンセラー対象オリエンテーション ホテルニューイタヤ

6月
第16回高校生RYLAセミナー

17 日 米山2018年度第1回地区委員会・奨学生卓話研修会 ホテルニューイタヤ
24～27 金～月 国際大会 カナダ　　トロント RI

2017-18 年度　地区内・外主要行事
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ROTARY INTERNATIONAL DISTRICT 2550
ロータリー：変化をもたらす
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武

彦
（

鹿
沼

）
　

③
羅

田
　

秀
顕

（
足

利
）

　
③

亀
山

　
弘

晃
（

鹿
沼

東
）

　
②

武
田

　
文

夫
（

宇
都

宮
さ

つ
き

）
　

①
旭

野
　

好
紀

（
宇

都
宮

）

公
共

イ
メ

ー
ジ

委
員

会
☆

③
卯

木
　

伸
男

（
宇

都
宮

90
）

　
①

秋
間

　
　

忍
（

黒
磯

）
　

①
大

島
　

　
知

（
鹿

沼
東

）
　

①
田

原
　

　
聖

（
宇

都
宮

東
）

地
区

拡
大

委
員

会
　

④
飯

村
　

愼
一

（
宇

都
宮

90
）

　
②

中
谷

　
研

一
（

足
利

東
）

　
①

栃
木

　
秀

麿
（

足
利

わ
た

ら
せ

）

国
際

大
会

参
加

推
進

委
員

会
☆

ガ
バ

ナ
ー

エ
レ

ク
ト

ガ
バ

ナ
ー

補
佐

 
第

1グ
ル

ー
プ

～
第

9グ
ル

ー
プ

　
10

名
 

地
区

危
機

管
理

委
員

会
委

員
長

　
森

　
　

玄
房

 
ガ

バ
ナ

ー
エ

レ
ク

ト
ガ

バ
ナ

ー
ノ

ミ
ニ

ー
青

少
年

交
換

委
員

長
イ

ン
タ

ー
ア

ク
ト

委
員

長
ロ

ー
タ

リ
ー

財
団

委
員

長
公

共
イ

メ
ー

ジ
委

員
長

（
 宇

都
宮

西
 ）

ガ
バ

ナ
ー

補
佐

青
少

年
奉

仕
委

員
長

ロ
ー

タ
ー

ア
ク

ト
委

員
長

Ｒ
Ｙ

Ｌ
Ａ

委
員

長
米

山
記

念
奨

学
会

委
員

長
外

部
　

医
者

外
部

　
弁

護
士

ガ
バ

ナ
ー

補
佐

第
1グ

ル
ー

プ
　

佐
藤

　
正

一
　

　
　

（
西

那
須

野
）

大
田

原
・

黒
磯

・
西

那
須

野
・

黒
羽

・
那

須
・

塩
原

大
田

原
中

央
第

2グ
ル

ー
プ

　
田

島
　

良
久

　
　

　
（

馬
頭

小
川

）
烏

山
・

氏
家

・
矢

板
・

馬
頭

小
川

・
高

根
沢

第
3グ

ル
ー

プ
Ａ

　
佐

伯
　

秀
利

　
　

　
（

宇
都

宮
北

）
宇

都
宮

・
宇

都
宮

西
・

宇
都

宮
北

・
宇

都
宮

90
・

宇
都

宮
陽

北
第

3グ
ル

ー
プ

Ｂ
　

若
月

　
章

男
　

　
　

（
宇

都
宮

南
）

宇
都

宮
東

・
宇

都
宮

南
・

宇
都

宮
陽

東
・

宇
都

宮
陽

南
・

宇
都

宮
さ

つ
き

第
4グ

ル
ー

プ
　

中
島

　
一

成
　

　
　

（
し

も
つ

け
）

真
岡

・
益

子
・

真
岡

西
・

し
も

つ
け

第
5グ

ル
ー

プ
　

　
滝

沢
　

重
雄

　
　

　
（

小
山

南
）

小
山

・
小

山
南

・
小

山
東

・
小

山
北

・
小

山
中

央
第

6グ
ル

ー
プ

　
長

谷
川

　
孝

（
栃

木
南

）
栃

木
・

栃
木

西
・

壬
生

・
栃

木
南

第
7グ

ル
ー

プ
　

五
月

女
久

和
　

　
　

（
今

市
）

日
光

・
鹿

沼
・

今
市

・
鹿

沼
東

・
鹿

沼
あ

わ
の

・
鹿

沼
中

央
今

市
き

ぬ
第

8グ
ル

ー
プ

　
橋

本
　

義
彦

　
　

　
（

足
利

）
足

利
・

足
利

東
・

足
利

西
・

足
利

わ
た

ら
せ

第
9グ

ル
ー

プ
　

三
井

福
次

郎
　

　
　

（
佐

野
）

佐
野

・
葛

生
・

田
沼

・
佐

野
東

・
岩

舟

板
橋

　
敏

雄
（

足
利

東
）

石
原

　
敬

士
（

鹿
　

沼
）

亀
和

田
辰

男
（

宇
都

宮
北

）
佐

野
　

正
行

（
佐

　
野

）
村

上
　

　
肇

（
宇

都
宮

西
）

大
竹

　
義

夫
（

足
利

東
）

落
合

　
雅

雄
（

栃
木

西
）

近
藤

　
隆

亮
（

宇
都

宮
）

羽
石

　
光

臣
（

宇
都

宮
東

）
森

　
　

玄
房

（
宇

都
宮

西
）

比
企

　
達

男
（

宇
都

宮
陽

東
）

鈴
木

　
　

宏
（

宇
都

宮
北

）
飯

村
　

愼
一

（
宇

都
宮

90
）

中
谷

　
研

一
（

足
利

東
）

栃
木

　
秀

麿
（

足
利

わ
た

ら
せ

）

諮
問

委
員

会

ガ
バ

ナ
ー

指
名

委
員

会
　

比
企

　
達

男
（

宇
都

宮
陽

東
）

　
鈴

木
　

　
宏

（
宇

都
宮

北
）

☆
飯

村
　

愼
一

（
宇

都
宮

90
）

★
中

谷
　

研
一

（
足

利
東

）
　

栃
木

　
秀

麿
（

足
利

わ
た

ら
せ

）

ガ
バ

ナ
ー

　
諮

問
委

員
ガ

バ
ナ

ー
エ

レ
ク

ト
ガ

バ
ナ

ー
ノ

ミ
ニ

ー
ガ

バ
ナ

ー
補

佐
職

業
奉

仕
委

員
長

ク
ラ

ブ
奉

仕
委

員
長

青
少

年
奉

仕
委

員
長

社
会

奉
仕

委
員

長
国

際
奉

仕
委

員
長

ロ
ー

タ
リ

ー
財

団
委

員
長

ロ
ー

タ
リ

ー
米

山
記

念
奨

学
会

委
員

長
公

共
イ

メ
ー

ジ
委

員
長

ソ
ー

シ
ャ

ル
メ

デ
ィ

ア
委

員
長

職
業

奉
仕

部
門

カ
ウ

ン
セ

ラ
ー

③
比

企
　

達
男

（
宇

都
宮

陽
東

）

ク
ラ

ブ
奉

仕
部

門

カ
ウ

ン
セ

ラ
ー

②
羽

石
　

光
臣

（
宇

都
宮

東
）

青
少

年
奉

仕
部

門

カ
ウ

ン
セ

ラ
ー

①
栃

木
　

秀
麿

（
足

利
わ

た
ら

せ
）

社
会

奉
仕

部
門

カ
ウ

ン
セ

ラ
ー

①
栃

木
　

秀
麿

（
足

利
わ

た
ら

せ
）

国
際

奉
仕

部
門

カ
ウ

ン
セ

ラ
ー

②
中

谷
　

研
一

（
足

利
東

）

ロ
ー

タ
リ

ー
財

団
部

門

カ
ウ

ン
セ

ラ
ー

①
中

谷
　

研
一

（
足

利
東

）

ロ
ー

タ
リ

ー
米

山
記

念
奨

学
会

部
門

カ
ウ

ン
セ

ラ
ー

④
飯

村
　

愼
一

（
宇

都
宮

90
）

職
業

奉
仕

部
門

☆
⑥

遠
藤

　
幸

一
（

小
山

東
）

★
③

山
崎

　
　

順
（

鹿
沼

東
）

　
②

床
井

　
健

一
（

宇
都

宮
西

）
　

②
阿

部
　

幸
央

（
栃

木
）

　
①

細
谷

　
俊

夫
（

宇
都

宮
東

）
　

①
佐

藤
　

広
志

（
益

子
）

ク
ラ

ブ
奉

仕
委

員
会

☆
④

吉
成

　
慶

司
（

黒
羽

）

ロ
ー

タ
リ

ー
情

報
委

員
会

☆
③

佐
貫

　
直

通
（

宇
都

宮
陽

東
）

　
③

大
関

　
輝

雄
（

田
沼

）
　

③
仲

田
　

俊
夫

（
宇

都
宮

南
）

会
員

組
織

委
員

会
☆

③
中

村
　

　
勝

（
宇

都
宮

陽
南

）

　
⑤

芝
口

　
久

雄
（

佐
野

東
）

　
④

公
文

　
初

江
（

し
も

つ
け

）

　
④

石
島

　
　

洋
（

宇
都

宮
）

　
①

角
橋

　
　

徹
（

西
那

須
野

）

　
①

野
澤

　
謙

一
（

氏
家

）

　
①

徳
原

　
龍

樹
（

宇
都

宮
北

）

　
①

炭
田

　
匡

利
（

宇
都

宮
東

）

　
①

藤
井

　
康

夫
（

宇
都

宮
南

）

　
①

内
山

　
浩

志
（

宇
都

宮
陽

南
）

　
①

湯
澤

　
敦

史
（

宇
都

宮
さ

つ
き

）

　
①

栗
原

　
　

勉
（

小
山

南
）

　
①

森
戸

　
忠

広
（

栃
木

南
）

　
①

狐
塚

　
秀

幸
（

今
市

）

　
①

江
原

　
正

一
（

足
利

）

ク
ラ

ブ
例

会
プ

ロ
グ

ラ
ム

委
員

会
☆

①
橋

本
　

徳
雄

（
栃

木
南

）
　

②
萩

原
　

紀
夫

（
烏

山
）

　
①

五
十

嵐
稔

也
（

足
利

）
　

①
片

山
　

貴
之

（
今

市
）

青
少

年
奉

仕
委

員
会

☆
⑤

白
相

　
淑

久
（

馬
頭

小
川

）
　

★
二

十
二

　
修

（
宇

都
宮

北
）

青
少

年
交

換
委

員
会

☆
①

藤
田

　
勝

春
（

宇
都

宮
90

）

　
⑦

岩
﨑

正
日

登
（

宇
都

宮
陽

北
）

　
⑦

佐
々

木
　

隆
（

宇
都

宮
南

）

　
⑤

尾
崎

　
弘

明
（

小
山

南
）

　
③

二
十

二
　

修
（

宇
都

宮
北

）

　
③

大
熊

　
貞

雄
（

馬
頭

小
川

）

　
③

地
斎

　
和

雄
（

足
利

東
）

　
③

山
﨑

　
悦

夫
（

田
沼

）

　
③

斎
藤

友
紀

雄
（

高
根

沢
）

　
③

小
井

沼
幹

生
（

栃
木

）

　
①

松
本

　
春

枝
（

宇
都

宮
）

　
①

江
口

　
亜

子
（

宇
都

宮
陽

南
）

○
ガ

バ
ナ

ー
ノ

ミ
ニ

ー
RY

LA
（

ロ
ー

タ
リ

ー
青

少
年

指
導

者
養

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

）
委

員
会

☆
①

中
野

　
智

之
（

宇
都

宮
南

）
　

⑤
星

野
　

詠
一

（
鹿

沼
）

　
③

大
越

　
善

彦
（

真
岡

西
）

　
③

町
田

　
卓

大
（

宇
都

宮
）

　
③

福
富

　
正

浩
（

栃
木

）
　

②
藤

田
　

克
彦

（
宇

都
宮

北
）

　
②

田
邊

　
雅

敏
（

足
利

）
　

①
名

村
　

史
絵

（
宇

都
宮

陽
東

）
ロ

ー
タ

ー
ア

ク
ト

委
員

会

☆
①

栗
原

　
敏

之
（

足
利

東
）

　
③

髙
橋

　
正

晃
（

西
那

須
野

）
　

①
髙

木
　

　
敬

（
宇

都
宮

東
）

　
①

内
仲

　
祐

介
（

宇
都

宮
さ

つ
き

）

イ
ン

タ
ー

ア
ク

ト
委

員
会

☆
⑤

熊
本

　
勇

治
（

宇
都

宮
）

★
②

永
井

　
宏

樹
（

宇
都

宮
）

　
④

小
座

野
清

博
（

足
利

東
）

　
④

関
　

　
享

一
（

宇
都

宮
南

）
　

③
飯

島
能

武
夫

（
足

利
わ

た
ら

せ
）

　
②

浅
川

　
信

明
（

宇
都

宮
陽

南
）

　
②

石
山

　
公

彦
（

佐
野

）

☆
委

員
会

委
員

長
 

★
委

員
会

副
委

員
長

 〇
数

字
　

 
委

員
会

所
属

年
数

 
 

社
会

奉
仕

委
員

会
☆

③
瀬

野
　

公
男

（
小

山
南

）

★
②

青
山

　
敏

朗
（

佐
野

）

　
③

長
島

　
久

登
（

氏
家

）

　
②

渡
邉

　
有

規
（

宇
都

宮
東

）

　
①

潮
田

　
賢

治
（

大
田

原
）

　
①

海
老

原
　

均
（

真
岡

）

　
①

松
崎

　
武

代
（

栃
木

西
）

国
際

奉
仕

委
員

会
☆

②
戸

塚
　

　
守

（
足

利
東

）

★
③

川
嶋

　
健

市
（

壬
生

）

　
③

菊
池

　
哲

也
（

佐
野

）

　
①

片
山

　
幸

志
（

宇
都

宮
東

）

　
①

鈴
木

　
秀

明
（

宇
都

宮
南

）

ロ
ー

タ
リ

ー
財

団
委

員
会

①
森

本
　

敬
三

（
大

田
原

中
央

）

補
助

金
小

委
員

会
☆

③
森

本
　

敬
三

（
大

田
原

中
央

）

★
③

熊
倉

　
　

学
（

宇
都

宮
陽

北
）

　
③

岩
本

　
泰

史
（

鹿
沼

）

　
③

志
賀

　
一

夫
（

足
利

わ
た

ら
せ

）

　
②

安
田

　
　

博
（

鹿
沼

東
）

　
②

茂
木

　
弘

司
（

佐
野

）

　
①

岩
永

　
喜

博
（

馬
頭

小
川

）

　
①

阿
部

　
欣

文
（

宇
都

宮
）

資
金

推
進

小
委

員
会

☆
③

喜
内

　
敏

夫
（

宇
都

宮
南

）

　
③

上
野

　
徳

浩
（

真
岡

西
）

財
務

管
理

小
委

員
会

☆
③

小
林

　
恒

夫
（

宇
都

宮
90

）

　
③

森
田

　
佳

延
（

宇
都

宮
西

）
平

和
フ

ェ
ロ

ー
・

奨
学

金
委

員
会

☆
④

上
野

　
一

典
（

宇
都

宮
北

）

　
④

松
崎

　
　

融
（

益
子

）

　
①

赤
坂

　
圭

一
（

足
利

東
）

国
際

交
流

並
び

に
職

業
研

修
チ

ー
ム

(V
TT

)委
員

会
☆

⑤
佐

山
　

知
也

（
栃

木
）

　
②

関
口

　
勝

義
（

益
子

）
ポ

リ
オ

プ
ラ

ス
並

び
に

資
金

推
進

委
員

会
☆

③
黒

須
　

祐
作

（
宇

都
宮

西
）

　
③

竹
石

　
峰

夫
（

真
岡

）

　
③

神
山

　
宜

久
（

小
山

南
）

学
友

委
員

会
☆

⑥
長

谷
川

　
孝

（
栃

木
南

）

　
④

田
村

　
昭

夫
（

小
山

東
）

　
①

齊
藤

　
昇

吾
（

宇
都

宮
さ

つ
き

）
財

団
監

査
委

員
会

☆
②

石
塚

　
　

伸
（

小
山

中
央

）

　
①

羽
石

　
光

臣
（

宇
都

宮
東

）

　
①

髙
野

　
藤

房
（

宇
都

宮
東

）

ロ
ー

タ
リ

ー
米

山
記

念
奨

学
会

委
員

会
☆

③
辻

　
　

裕
司

（
宇

都
宮

東
）

学
友

委
員

会
☆

③
長

　
　

正
英

（
宇

都
宮

陽
北

）

　
③

小
林

　
正

明
（

宇
都

宮
東

）

　
②

直
井

美
紀

男
（

矢
板

）
資

金
推

進
委

員
会

☆
②

田
島

　
良

久
（

馬
頭

小
川

）

　
②

大
橋

　
　

保
（

大
田

原
）

　
②

小
原

澤
公

康
（

足
利

わ
た

ら
せ

）
選

考
委

員
会

☆
②

鈴
木

　
明

裕
（

西
那

須
野

）

　
③

岩
崎

　
晴

一
（

小
山

）

　
②

菊
澤

　
洋

之
（

佐
野

）

　
①

児
玉

　
博

利
（

宇
都

宮
さ

つ
き

）

Ｒ
Ｌ

Ｉ
(ロ

ー
タ

リ
ー

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
研

究
会

）
準

備
委

員
会

Ｒ
Ｌ

Ｉ
運

営
委

員
会

☆
中

谷
　

研
一

（
足

利
東

）
栃

木
　

秀
麿

（
足

利
わ

た
ら

せ
）

　
太

城
　

敏
之

（
宇

都
宮

東
）

伊
東

　
永

峯
（

宇
都

宮
西

）
　

飯
村

　
愼

一
（

宇
都

宮
90

）
　

保
坂

　
正

人
（

宇
都

宮
西

）
高

岸
　

伸
二

（
宇

都
宮

90
）

　
中

村
　

　
明

（
宇

都
宮

東
）

山
中

　
和

弥
（

宇
都

宮
東

）
　

関
口

　
　

隆
（

宇
都

宮
南

）
嶋

田
　

辰
雄

（
宇

都
宮

南
）

　
竹

田
　

真
臣

（
宇

都
宮

陽
東

）
内

山
　

浩
志

（
宇

都
宮

陽
南

）
　

齊
藤

　
昇

吾
（

宇
都

宮
さ

つ
き

）
葆

東
　

雅
仁

（
宇

都
宮

さ
つ

き
）

　
慶

野
　

保
夫

（
小

山
中

央
）

福
富

　
正

浩
（

栃
木

）
　

加
藤

　
昌

彦
（

鹿
沼

）
五

十
嵐

稔
也

（
足

利
）

　
鈴

木
　

利
男

（
足

利
東

）
板

橋
　

信
行

（
足

利
東

）
　

小
座

野
清

博
（

足
利

東
）

戸
塚

　
　

守
（

足
利

東
）

　
倉

林
　

　
宏

（
足

利
わ

た
ら

せ
）

Ｒ
Ｉ

会
長

　
イ

ア
ン

Ｈ
．

Ｓ
．

ラ
イ

ズ
リ

ー
（

オ
ー

ス
ト

ラ
リ

ア
、

サ
ン

ド
リ

ン
ガ

ム
Ｒ

Ｃ
）

Ｒ
Ｉ

理
事

（
16

-1
8）

 斎
藤

　
直

美
（

豊
田

Ｒ
Ｃ

）

Ｒ
Ｉ

理
事

（
17

-1
9）

 石
黒

　
慶

一
（

鶴
岡

西
Ｒ

Ｃ
）
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2017-18年度 国際ロータリー第2550地区 Ⅰ 地区資金予算書

2017-18年度 国際ロータリー第2550地区 Ⅲ 危機管理等特定基金

収入の部
科　　目 金　額 備　　　考

地 区 資 金 受 入 14,175,000 8,100円×1,750名
雑 収 入 5,000 前年度実績より
当 年 度 収 入 合 計 14,180,000

前 年 度 繰 越 金 5,946,336 前年度中間決算の繰越金です。
前年度決算の繰越金に置き換わります。

合　　　計 20,126,336

支出の部
科　　目 金　額 備　　　考

<委員会活動費>
地 区 研 修 委 員 会 30,000 会議費・研修会費
公共イメージ委員会 30,000 　　　　〃
クラブ奉仕委員会 200,000 　　　　〃
職 業 奉 仕 委 員 会 30,000 　　　　〃
社 会 奉 仕 委 員 会 30,000
国 際 奉 仕 委 員 会 30,000 　　　　〃
青少年奉仕委員会 100,000 　　　　〃
ロータリー財団委員会 250,000 　　　　〃
米山記念奨学会委員会 100,000 　　　　〃
ロータリーの友委員 30,000 　　　　〃
国際大会参加推進委員会 10,000 　　　　〃　　　　　　　　　
地 区 運 営 委 員 会 250,000 　　　　〃
諮 問 委 員 会 300,000 　　　　〃
指 名 委 員 会 10,000 　　　　〃
地 区 会 合 550,000 　　　　〃
ソーシャルメディア委員会活動費 150,000 　　　　〃　　　ホームページ管理料
ガバナー補佐会議費 150,000 　　　　〃

小　　　計 2,250,000

支出の部
科　　目 金　額 備　　　考

<補助金>
地 区 大 会 1,000,000
地 区 研 修・ 協 議 会 1,300,000
次期地区委員研修会 700,000
次 期 会 長 研 修 会 1,000,000
Ｉ Ｍ 500,000 50,000×10グループ
会 長、 幹 事 会 200,000
ガバナーエレクト国際協議会旅費 1,100,000
ガバナー補佐活動費 1,275,000 25,000円×51ＲＣ
親 善 活 動 費 400,000
拡 大・ 増 強 活 動 費 400,000 新クラブ、インターアクト、ローターアクト
広 報 活 動 費 150,000

小　　　計 8,025,000
<納付金その他>
ロータリー文庫運営費 525,000 1名300円の割（上期150円下期150円）
全 国ガバナー 会 費 376,250 1名215円の割（上期100円下期115円）
RIJYEC維持協力金注① 350,000 1名200円の割（上期100円下期100円）
日本ロータリー100周年委員会協力金注② 350,000 1人200円の割
ロータリー研究会分担金 750,000
旅 費 500,000
登 録 料 500,000
監 査 費 40,000
年 次報告書作成費 200,000
雑 費 144,250

小　　　計 3,735,500
＜予備費＞ 169,500
当 年 度 支 出 合 計 14,180,000

次 年 度 繰 越 金 5,946,336 前年度中間決算の繰越金です。
前年度決算の繰越金に置き換わります。

合　　　計 20,126,336

注①ＲＹＪＥＣとは、特定非営利法人国際ロータリー日本青少年交換委員会　　注②2020年日本のロータリー100周年記念協力金として2020年まで。

2017-18年度 国際ロータリー第2550地区 Ⅱ 基金・協力金予算書　
収入の部

科　　目 金　額 備　　　考
ガバナー月信購読料 3,500,000 1人当たり金額 2,000円
地 区 大 会 分 担 金 17,500,000 　　　〃 10,000円
ガバナー事務所協力金 9,887,500 　　　〃 5,650円
ガバナーエレクト協力金 875,000 　　　〃 500円
青 少 年 奉 仕 基 金 9,275,000 　　　〃 5,300円
ロータリー財団学友基金 87,500 　　　〃 50円
全国IAC研究会協力金 875,000 　　　〃 500円
当 年 度 収 入 合 計 42,000,000 　　　〃 24,000円

前 年 度 繰 越 金 11,450,495 前年度中間決算の繰越金です。
前年度決算の繰越金に置き換わります。

合　　　計 53,450,495

支出の部
科　　目 金　額 備　　　考

ガバナー月信購読料 3,500,000
地 区 大 会 分 担 金 17,500,000
ガバナー事務所協力金 9,887,500
ガバナーエレクト協力金 875,000
青少年奉仕基金注② 9,275,000 青少年交換、IAC、RAC、RYLA
ロータリー財団学友基金 87,500
全国IAC研究会協力金 875,000
当 年 度 支 出 合 計 42,000,000

次 年 度 繰 越 金 11,450,495 前年度中間決算の繰越金です。
前年度決算の繰越金に置き換わります。

合　　　計 53,450,495

【太城年度】★会員一人当たり負担金額(年間）
  地区資金8,100円＋基金・協力金24,000円＝32,100円

注②：青少年奉仕基金の中には、次の青少年交換受入クラブへの助成金が含まれています。【1年交換助成金　5名×800,000円＝4,000,000円】

危機管理等特定基金とは、青少年交換・VTT等に於ける不慮の事故及び震災・地区事務所移設・地区資金が不
足した場合の基金です。

科　　目 金　額 備　　　考
前 年 度 よ り 20,011,576 定期預金
雑 収 入 1,000 利息
合 　 　 　 　 計 20,012,576
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ROTARY INTERNATIONAL DISTRICT 2550
ロータリー：変化をもたらす

2017～ 2018年度　送金カレンダー

区分
No． 内　　　容

会　　員
新入会員

１件の
金額 記　　　事 送　　金　　先一人当りの会費

（前期）
7月1日

（後期）
1月1日 年度計 7/2～

10/1
1/2～
4/1

A1 人 頭 分 担 金 $30.00 $30.00 $60.00

A2 規 定 審 議 会 $1.50 $1.50 前期のみＡ1と共に送金

国際ロータリー日本事務局経理室
TEL.03-5439-5803
振込口座は下記参照

A3 ザ・ロータリアン
誌 購 読 料 $12.00 半期毎Ａ１と共に送金

A4 Ｒ Ｉ 文 献

A5 ロータリー財団寄付

A6 ロータリー財団
ク ラ ブ 寄 付

B1 米山記念奨学会
普 通 寄 付

1,500
以上

1,500
以上

3,000
以上

増額の場合
年額500円単位

公益財団法人ロータリー米山記念奨学会
TEL.03-3434-8681
銀行名　三井住友銀行　京橋支店
口座名（財）ロータリー米山記念奨学会
口座番号（普）０９２０３７３

B2 米山記念奨学会
特 別 寄 付

米山功労者個人
個人・クラブ寄付

C1 ロータリーの友購読料 1,296 1,296 2,592 （注）参照のこと (請求がきてから振込む事)
ロータリーの友事務所
TEL.03-3436-6651
銀行名　三井住友銀行浜松町支店
口座名　一般社団法人ロータリーの友事務所
口座番号　（普）７４５００１５

C2 ロータリーの友
英 語 版 購 読 料 540 会員数の10％は購読下さ

い。2017年№76発行

C3 ロータリー手帳 648 送料別途

C4 その他の出版物

D1 地 区 資 金 4,050 4,050 8,100 2,025 2,025

国際ロータリー
第2550地区ガバナー事務所
〒320-0826宇都宮市西原町142
宇都宮グランドホテル内
TEL.028-651-2550
FAX.028-651-2551
銀行名　栃木銀行本店
口座名　RID2550会計長倉井章
口座番号　(普）1148562

D2 ガバナー月信購読料 1,000 1,000 2,000 500 500

D3 地区大会分担金 5,000 5,000 10,000 2,500 2,500

D4 ガバナー事務所協力金 2,825 2,825 5,650 1,412 1,412

D5 ガバナーエレクト協力金 250 250 500 125 125

D6 青少年奉仕基金 2,650 2,650 5,300 1,325 1,325

D7 ロータリー財団学友基金 25 25 50 13 13

Ｄ8 全国ＩＡＣ研究会協力金 250 250 500 125 125

Ｄ1 ～ Ｄ8合 計 16,050 16,050 32,100 8,025 8,025 

E1 地 区 研 修・ 協
議 会 登 録 料

ホストクラブから請求された金額 ホストクラブから請求された預金口座へE2 ＩＭ他会合登録料

E3 ＰＥＴＳ、会長幹
事 会、 他 登 録 料

 （単位：円）

Ａ1～Ａ4 国際ロータリーヘの振込（人頭分担金、比例人頭分担金（新会員分）、ザ・ロータリアン誌購読料、資料代）
 ・三井住友銀行新宿通支店　普通預金６７３３２４４　国際ロータリー日本事務局
 ＊必ず明細書(所定の用紙）をFAXすること。FAX03－5439-0405又は、kifu@rotary.org

Ａ5～Ａ6 ロータリー財団への寄付
 ・三井住友銀行赤羽支店　普通預金3978101　公益財団法人ロータリー日本財団
 ＊必ず明細書(所定の用紙）をFAXすること。FAX03－5439-0405又は、kifu@rotary.org

Ｂ1～Ｂ2 公益財団法人米山記念奨学会への寄付
 ・三井住友銀行京橋支店　普通預金0920373　（財）ロータリー米山記念奨学会
 ＊必ず明細書(所定の用紙）をFAXすること。FAX03－3578-8281

Ｃ１～Ｃ4 ロータリーの友よりクラブ宛案内（注文部数）がきますので、その後処理してください。

Ｄ１～Ｄ8 地区資金は、前期分は7月に、後期分は1月に前期新入会員分を含めてクラブ宛ご請求しますので、お振込みをお願いし
ます。後期新入会員分は、4月にご請求いたします。

 地区会計長　倉井  章
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クラブ名 例会日時 例会場 例会場住所 例会場電話番号 事務所 事務所住所 事務所電話番号

第
１
グ
ル

ー

プ

大 田 原 木曜日 12:30 大田原温泉・ホテル龍城苑 大田原市中田原593-3 0287-24-2525 大田原温泉・ホテル龍城苑 大田原市中田原593-3 0287-24-2525

黒 磯 水曜日 12:30 割烹石山 那須塩原市本町5-5 0287-62-0128 割烹石山 那須塩原市本町5-5 0287-62-0128

西 那 須 野 火曜日 12:30 割烹いとう 那須塩原市扇町7-12 0287-36-0028 割烹いとう 那須塩原市扇町7-12 0287-36-0028

黒 羽 金曜日 12:30 ホテル花月 大田原市黒羽向町2 0287-54-1105 ホテル花月 大田原市黒羽向町2 0287-54-1105

那 須 木曜日 12:30 ホテルエピナール那須 那須町大字高久丙1 0287-78-6000 ホテルエピナール那須 那須町大字高久丙1 0287-78-6000

塩 原 木曜日 12:30 塩原カントリークラブ 那須塩原市折戸148 0287-35-2211 塩原カントリークラブ 那須塩原市折戸148 0287-35-2211

大田原中央 木曜日 12:30
最終例会 19:00 KATSUTAYA 大田原市中田原2082-3 0287-23-4165 KATSUTAYA 大田原市中田原2082-3 0287-23-4165

第
２
グ
ル

ー

プ

烏 山 火曜日 12:30 松月 那須烏山市中央2-1-14 0287-83-2035 烏山信用金庫本店内 那須烏山市中央2-4-17 0287-84-2211

氏 家 木曜日 12:30 ホテル清水荘 さくら市氏家2433 028-682-1122 ホテル清水荘 さくら市氏家2433 028-682-1122

矢 板 火曜日 12:30 矢板アローエースゴルフクラブ 矢板市成田1625-1 0287-43-3377 若目田靖子様方 矢板市本町7-5 0287-43-4795

馬 頭 小 川 水曜日 第1・3 12:30
 第2・4 18:30 ホテル美玉の湯 那須郡那珂川町小砂3102 0287-93-0811 ホテル美玉の湯 那須郡那珂川町小砂3102 0287-93-0811

高 根 沢 水曜日 12:30 東雲ゴルフクラブ 高根沢町大字亀梨630 028-676-2800 東雲ゴルフクラブ 高根沢町大字亀梨630 028-676-2800

第
３
グ
ル

ー

プ
A

宇 都 宮 火曜日 12:30 宇都宮東武ホテルグランデ 宇都宮市本町5-12 028-627-0111 宇都宮ロータリークラブ事務局 宇都宮市江野町1-12
栃木実業ビル2Ｆ 028-666-0555

宇 都 宮 西 木曜日 12:30 宇都宮東武ホテルグランデ 宇都宮市本町5-12 028-627-0111 ㈱スズコウ内 宇都宮市川田町777 028-614-3255

宇 都 宮 北 木曜日 12:30 宇都宮グランドホテル 宇都宮市西原町142 028-635-2111 宇都宮グランドホテル 宇都宮市西原町142 028-635-2111

宇都宮90 月曜日 12:30 宇都宮東武ホテルグランデ 宇都宮市本町5-12 028-627-0111 宇都宮東武ホテルグランデ 宇都宮市本町5-12 028-627-0111

宇都宮陽北 火曜日 12:30 ベルヴィ宇都宮 宇都宮市宿郷5-21-15 028-633-1165 ベルヴィ宇都宮 宇都宮市宿郷5-21-15 028-633-1165

第
３
グ
ル

ー

プ
B

宇 都 宮 東 火曜日 12:30 ホテルニューイタヤ 宇都宮市大通り2-4-6 028-635-5511 宇都宮東ロータリークラブ事務局 宇都宮市大通り2-4-6 028-638-5125

宇 都 宮 南 水曜日 12:30 ホテルニューイタヤ 宇都宮市大通り2-4-6 028-635-5511 ホテルニューイタヤ 宇都宮市大通り2-4-6 028-635-5511

宇都宮陽東 水曜日 12:30 宇都宮グランドホテル 宇都宮市西原町142 028-635-2111 宇都宮グランドホテル 宇都宮市西原町142 028-635-2111

宇都宮陽南 木曜日 19:00 ホテルニューイタヤ 宇都宮市大通り2-4-6 028-635-5511 ホテルニューイタヤ 宇都宮市大通り2-4-6 028-635-5511
宇 都 宮
さ つ き 月曜日 19:00 コンセーレ 宇都宮市駒生1-1-6 028-624-1417 税理士法人児玉税経内 宇都宮市鶴田町3086番地2 028-633-8720

第
４
グ
ル

ー

プ

真 岡 木曜日 12:30 真岡商工会館 真岡市荒町1203 0285-84-2511 真岡商工会館 真岡市荒町1203 0285-84-2511

益 子 水曜日 12:30 益子カントリー倶楽部 芳賀郡益子町上大羽2268 0285-72-1234 益子ロータリークラブ事務局 芳賀郡益子町益子
1593 0285-72-7474

真 岡 西 火曜日 12:30 フォーシーズン静風 真岡市台町11-8 0285-82-3388 真岡西ロータリークラブ事務局 真岡市台町11-8
フォーシーズン清風内 0285-83-1333

し も つ け 水曜日 12:30 石橋商工会館 下野市石橋790-17 0285-53-0463 石橋商工会館 下野市石橋790-17 0285-53-0463

第
５
グ
ル

ー

プ

小 山 木曜日 12:30 小山グランドホテル 小山市神鳥谷202 0285-24-5111 ㈱サンリビングネットワーク内 小山市羽川76 0285-23-3800

小 山 南 火曜日 12:30 小山グランドホテル 小山市神鳥谷202 0285-24-5111 稲葉操税理士事務所内 小山市美しが丘1-17-1 0285-45-2715

小 山 東 金曜日 12:30 小山グランドホテル 小山市神鳥谷202 0285-24-5111 イシカワ・リアルエステート㈱内
石川雅也様方

小山市城東7丁目6番地
19号 0285-23-2345

小 山 北 水曜日 12:30 和風ダイニング彩華 小山市天神町2-8-40 0285-22-2633 ㈱スズテック小山南支店内 小山市土塔２２２－１
ＫＳコーポⅡ２０１ 0285-37-8398

小 山 中 央 月曜日 12:30 ㈲思水荘 小山市城東1-18-8 0285-22-0011 町田憲昭様方 小山市神鳥谷5-16-15 090-3087-2201

第
６
グ
ル

ー

プ

栃 木 水曜日 12:30 栃木グランドホテル 栃木市万町6-11 0282-22-1236 栃木グランドホテル 栃木市万町6-11 0282-22-7855

栃 木 西 火曜日 12:30 ホテルサンルート栃木 栃木市万町16-1 0282-24-5858 栃木西ロータリークラブ事務局 栃木市万町16-1
ホテルサンルート栃木内 0282-24-5858

壬 生 水曜日 12:30 星の宮カントリークラブ 下都賀郡壬生町壬生甲
3705-1 0282-82-1128 ㈲高山電気内 下都賀郡壬生町安塚

3027-1 0282-86-0222

栃 木 南 木曜日 12:30 サンプラザ 栃木市片柳町2-2-2 0282-23-5711 サンプラザ内 栃木市片柳町2-2-2 0282-23-5711

第
７
グ
ル

ー

プ

日 光 木曜日 12:30 日光金谷ホテル 日光市上鉢石町1300 0288-54-0001 日光金谷ホテル内 日光市上鉢石町1300 0288-54-0001

鹿 沼 木曜日 12:30 福田屋百貨店
コンベンションホール

鹿沼市東末広町1073
福田屋百貨店３階 0289-63-1795 ㈲K2エンタープライズ内 鹿沼市村井町254-4 0289-64-4808

今 市 水曜日 12:30 ブライダルパレスあさの 日光市平ヶ崎188-1 0288-22-1311 ブライダルパレスあさの内 日光市平ヶ崎188-1 0288-22-1311

鹿 沼 東 水曜日 12:30 鹿沼商工会議所会館 鹿沼市睦町287-16
鹿沼商工会議所３階 0289-62-2550 鹿沼商工会議所会館 鹿沼市睦町287-16

鹿沼商工会議所２階 0289-62-2550

鹿沼あわの 金曜日 12:30 八州カントリークラブ 鹿沼市深程1746 0289-85-1111 ㈲牛久自動車修理工場内 鹿沼市口粟野2981-1 0289-85-2511

鹿 沼 中 央 火曜日 12:30 ㈱八百半フードセンター 鹿沼市上田町2341 0289-64-7123 ㈱八百半フードセンター内 鹿沼市上田町2341 0289-64-7123

今 市 き ぬ 火曜日 12:30 山泉楼 日光市今市801-1 0288-22-4705 今市きぬロータリークラブ
村上朱実様方 日光市吉沢230-10 0288-21-4093

第
８
グ
ル

ー

プ

足 利 金曜日 12:30 蓮岱館 足利市緑町2-3770 0284-21-6111 足利ロータリークラブ事務局 足利市堀込町2001 0284-70-1400

足 利 東 火曜日 12:30 ニューミヤコホテル 足利市南町4254-1 0284-71-3333 足利東ロータリークラブ事務局 足利市有楽町835
足利商工会議所北事務所内 0284-40-4870

足 利 西 木曜日 12:30 東葉館 足利市葉鹿町1981番地 0284-62-0136 足利西ロータリークラブ事務局
大美賀和子様方 足利市板倉町604 0284-62-1697

足 利
わ た ら せ

木曜日 12:30
第３例会 18:30 ニューミヤコホテル 足利市南町4254-1 0284-71-3333 足利わたらせロータリークラブ

事務局　槇田恭江様方
足利市助戸仲町804
コアパレス102号 0284-41-5853

第
９
グ
ル

ー

プ

佐 野 月曜日 12:30 ホテルサンルート佐野 佐野市朝日町702 0283-24-5000 ホテルサンルート佐野 佐野市朝日町702 0283-24-5000

葛 生 火曜日 12:30 ㈱足利銀行葛生支店２階 佐野市葛生東1-12-11 0283-85-4451 ㈱足利銀行葛生支店２階 佐野市葛生東1-12-11 0283-85-4451

田 沼 木曜日 12:30 道の駅どまんなかたぬま 佐野市吉水町366-2 0283-61-0077 道の駅どまんなかたぬま内 佐野市吉水町366-2 0283-61-0077

佐 野 東 水曜日 12:30 マリアージュ仙水 栃木県佐野市奈良渕町316 0283-21-4888 マリアージュ仙水 栃木県佐野市奈良渕町316 0283-21-4888

岩 舟 火曜日 18:30 岩舟町商工会館 栃木市岩舟町静5133 0282-55-4307 ㈲渡内 栃木市岩舟町静戸1623 0282-55-1144

クラブ例会場・事務所一覧
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ROTARY INTERNATIONAL DISTRICT 2550
ロータリー：変化をもたらす

2017年度の国際大会は、6月12日～ 14日アメリカ
東部のアトランタで開催されました。アトランタは
アメリカ南東部の商工業と文化の中心地。マーチン 
ルーサー キング牧師や「風と共に去りぬ」の作者
マーガレット ミッチェルなどがこの町の出身地で
あります。
国際大会の会場はジョージア・ワールド・コング
レスセンターの会場で、世界のロータリアン4万2千
人の登録で開催されました。ロータリーの新しい「世
界を変える行動人（People of Action）」公共イメー
ジキャンペーンで、クラブや地区の協力の下でこの

キャンペーンが世界中に展開されることになり、会
議では日本人の緒方貞子さんが、学友世界人道奉仕
賞の授与を受けました。残念ながらご本人は都合が
合わずアトランタにお越しいただけませんでした
が、ビデオメッセージを含む緒方さん紹介のビデオ
が上映されました。数々の会議場での式典に感激し
ながら参列いたしました。今回のアトランタ大会へ
は栃木秀麿パストガバナー、太城敏之ガバナー、伊
藤永峰ガバナーエレクトの方々が参加いたし、私も
大会参加のツアーコンダクターもかねて出席同行し
てまいりました。

宇都宮東ロータリークラブ

宮　田　和　彦〔旅行業〕

「地区委員・クラブ会長・幹事/名簿」に誤り及び訂正がございます。正しくは下記の通りです。
①17P クラブ例会プログラム委員　片山貴之様FAX
 正　FAX　0288－22－6911
②30P 大田原RCの会長が小西久美子様に変更になりました。
③37P 小山北RCの事務局が変更になりました。2017.5.1～
 新事務局　〒323－0812　小山市土塔222-1　ＫＳコーポⅡ201
 株式会社スズテック小山南支店　内
 TEL　0285－37－8398   FAX　0285－37－8399

 ここに訂正とお詫び申し上げます。

アトランタ国際大会随行記

お詫びと訂正

参 し加 て

ア ラト ン タ
国 大際 会 に



国際ロータリー第2550地区　ガバナー事務所

〒320-0826　宇都宮市西原町142
宇都宮グランドホテル内

TEL.028-651-2550　FAX.028-651-2551
Email　ｍ2550＠agate.plala.or.jp　　URL　http://www.rid2550.com/

2017－2018年度　国際ロータリー第2550地区

地区大会開催のご案内
10/13（金）記念ゴルフ大会

会場　宇都宮カンツリークラブ

10/15（日）地区大会本会議
会場　宇都宮グランドホテル

10/14（土）会長幹事会／地区指導者育成セミナー
会場　ホテルニューイタヤ

RI会長代理ご夫妻歓迎晩餐会
会場　ホテルニューイタヤ

≪地区大会本会議へのご参加のお願い≫
地区大会は、皆様ご承知の通り、年に一度の地区ロータリアンの全体集会です。この場を通し
てロータリアンとしての自覚と見識を深め、また親睦の輪を広めることを目標に、現在鋭意準備
を進めております。特別企画としまして午前中に、日本テレビ「秘密のケンミンSHOＷ」でお馴
染みの田中章雄氏による【団子３県から抜け出すには？　栃木県のブランド力ＵＰについて】の記
念セミナーを、午後には、元ＲＩ会長田中作次氏と元ＲＩ研修リーダー中村靖治氏をお招きし【ロー
タリーを語ろう】と題して、会場内参加型のワークショップ形式の研修会を計画しております。
皆様のご参加を心よりお待ち申し上げております。

 2017－2018年度　地区大会実行委員長　青木格次

第１回 国際ロータリー第2550地区
ゴルフ選手権開催ご案内

大会会長　太城敏之　　大会実行委員長　若井　勲

開催日：8月29日（火）　　場所：日光カンツリー倶楽部
内　容：GROSSの部・NETの部がございます。


